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難
麹

ご

挨

拶

理
事

長

鈴
木

敏

男

平

成

二
十

九

年

の

新

春

を

迎

え

心

か

ら

お

慶

び

申

し

上

げ

ま

す
。
ま

た
、
旧

年

中

は

ご

利

用

者

様

の
ご

家

族

様

や

地

域

の

皆

様

を

は

じ

め

と

す

る

多

く

の
方

々

の
ご

支

援
、
ご

協

力

を

頂

き
、
心

か

ら

感

謝

申

し

上

げ

ま

す
。

当

施

設

も

本

年

三

月

で

開

設

満

十

八

年

と

な

り

ま

す
。
昨

年

四

月

か

ら

介

護

保

険

法

改

正
が

あ

り
、
施

設

運

営

も

厳

し

い

状

況

に

変

わ

り

ま

し

た
。
そ

の

様

な

環

境

下

に

あ

り

ま

す

が
、
楽

し

く

変

化

の

あ

る

生

活

が

送

れ

る

よ

う
、
開

設

よ

り

年

二

回

の

日

帰

り

旅

行

を

続

け

て

い

ま

す
。
バ

ス

に

は
、
四

十

台

以

上

の

車

椅

子

を

乗

せ

海

や

山

へ
と

出

掛

け

て
お

り

ま

す
。
利

用

者

様

の
笑

顔

を

見

る

度

に
、
来

年

の

企

画

に

も

職

員

の

力

が

入

り

ま

す
。

こ

れ

か

ら

も

職

員

一
丸

と

な

り
、
多

く

の

利

用

者

様

に

喜

ん

で

頂

け

る

よ

う

努

力

を

し

て

参

り

た

い

と

思

い

ま

す
。

本

年

も

皆

様

に

と

つ
て
、
ご

健

康

で

ご

多

幸

な

年

で

あ

り

ま

す

よ

う
、
ご

祈

念

申

し

上

げ

挨

拶

と

さ

せ

て
頂

き

ま

す
。

施

設

長

鈴
木

博

紀

新

年

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。
ご

利

用

者

様
、
ご

家

族

様

、
地

域

の

皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

は
、
益

々

ご

清

祥

の

事

と

お

慶

び

申

し

上

げ

ま

す
。

福

楽

園

が

開

設

し

て

か

ら

十

八

年

に

な

り

ま

す
。
事

業

運

営

に

携

わ

つ
て

く

だ

さ

つ
た

多

く

の

皆

様

方

の

お

か

げ

様

で

今

日

が

あ

り

ま

す
。
利

用

さ

れ

る

皆

様

に

と

つ
て
、
よ

り

良

い

施

設

に

な

る

為

に
、
職

員

一
同

事

業

運

営

に

取

り

組

ん

で

お

り

ま

す

が
、

一
年

毎

に
、
新

た

に

取

り

組

ま

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

課

題

の

発

見

が

あ

り

ま

す
。
次

か

ら

次

へ
と

出

て

く

る

課

題

は
、
き

つ
と

な

く

な

ら

な

い

と

思

い

ま

す
。
こ

の

課

題

を

ク

リ

ア

し

よ

う

と

挑

戦

し

て

い

く

事

が

よ

り

良

い

施

設

を

作

つ
て

い

く

事

な

の

だ

と

思

つ
て

お

り

ま

す
。
時

に

振

り

返

り
、
そ

し

て

ま

た

歩

い

て

い

く
、
決

し

て

立

ち

止

ま

つ

た

ま

ま

に

し

な

い
。
そ

ん

な

姿

勢

で

今

年

も

精

進

し

て

い

き

ま

す

。

最

後

に
、
ご

利

用

者

様
、
ご

家

族

様
、
地

域

の

皆

様

に

と

つ
て

良

き

一
年

で

あ

り

ま

す

よ

う

、

ご

祈

念

さ

せ

て

頂

き
、
年

頭

の

挨

拶

と

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。
本

年

も

ど

う

ぞ

よ

ろ

し

く

お

願

い

致

し

ま

す

。
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心と心をつなぐ

時間がそこにある

秋の日帰り旅行

団自■■

日

圃
■

臼

■

朋 今回の旅行は、

神奈川県鎌倉市
に行ってきました。

秋の暖かな日、

海から吹き渡る心
地良い潮風を感じ

ながら記念撮影を

行いました。
昼食は、相模湾
で捕れた新鮮な
海の幸などを堪能
しました。

鎌倉の歴史と湘
南の新たな風景
が心に刻まれた
旅行となりました。

11月27日

建物の横に植えたみ

かんの木に沢山の実が

生りました。
みかんの重さに耐えき
れない程、枝がしなって
いました。

今年は、かなりの生り年
で1本 の木から約200個
も収穫することができま
した。その後、収穫の喜
びを噛締めながら、食
べたみかんの味は、甘

酸っぱく冬の季節が
やって来たことを感じさ
せてくれました。

2



皆様の笑顔が私達の宝物です

12月18日 今 日は、3階ホ＿ルがクリスマ
スの飾 り付 け一色 となりました。

職 員による出し物 は、コントから始
まり歌 や踊 りありの楽しいひ
と時 となりました。

利用者様のたくさんの笑顔を

見る事が出来た時、職員の演技

もさらに力が入ります。

12月25日

職員がサンタクロースになっておや

つのカップケーキを配りました。

サンタ姿の職員に気が付いた利用
者様は、驚いた表情をしながらも一緒
に写真を撮りました。

毎年来園して頂いている、三内

のお嚥子の皆様です。踊 りを見て

いると自然と手が動きだす様子が

見られました。一気に正月気分が

盛り上がります。

担当 植木 茂 3



心と心をつなぐ

時間がそこにある
■■聞

1■■ 尼1函 ■副

秋の 日帰り旅行 10月21日

脚 一秋の 日帰り旅行 に行ってきました
。江ノ島から鎌倉ま

璽騒

10月25日 ～11月3日

三
鵬
璃

秋の作品展に向け準備してきました。
作り方やお手本があっても、紙の質感
や色の使い方によって、同じ作品でも
まったく違うものとなります。自分なり
に工夫して、仕上げて行くのが腕のみ
せどころです。現在2階 エレベーター
前に一部作品を展示してあります。
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四季の風 を感 じると、心が癒されます。

≡ 一 ．

MM！M1IRgt11，i111！1， ，1

篤
慰
－㎏

鱈

11月18日

1

広徳寺の紅葉したイチョウを見に行ってきま

した。地元の方だけで無く、遠方の車のナン

バーもたくさん目にしました。

温かな日差しの中、黄色のジュウタンの上

を散策しました。抜けるような青空を
バックにお寺とイチョウの前で撮影を

しました。利用者様も「とても、いい

気分になったわ」と話されていました。

車で10分 ぐらいの近 くにあります。

嬉 ㍍ ＿～ ＿、

家庭用のプラネタリウムを使い、部屋の

天井に星空を浮かび上がらせて、夜空を

楽しんで頂きました。
北斗七星、天の川、流れ星と次々変わる

星座に利用者様もいつもとは違ったひと時

を過ごされました。

写真は、天井に映し出された映像の

イメージです。

担当 松林 人司 5



栄養調理係
大切な人の為に作る
「愛情いっぱいの料理」

が私達のモットーです

▲

1116日 火の 絶 ロ ”ミ理

バ お 小 揚 ね に 柿 さ

ナ 吸 田 げ ぎ 鯛 鮪 ぎ の つ

クナ い巻 出 と ・ ・り コ ま

ラ と物 蒸 しろ サ 甘 寿 ン 茶
苺

の

フ

テ

イ

し
ら

す

と

卯

の
花

の

紀

州

和

え

巾ポ
ー

ト

司え

び

ー

モ

ン

巻豆

腐

d

し

お

品
書
き

利用者様からのリクエストで特に

多いのが 「にぎり寿司」です。そしゃく

力の弱い方には、ご飯を軟らかく炊

き、噛みやすい海苔を使う工夫で、

食べやすくお出ししました。

秋の味覚の柿やきのこ、さつま芋を

使い季節を感 じて頂きました。

みかんをくり抜き器に使ったしらすと

卯の花の紀州和えは、目でも楽しん

で頂 ける一 品になりました。色とりど

りの仕上がりに食べるのがもったい

ないと感じる料理でした。

、 ：2

挙

，、。e，t、 謬

ペー 竺義

イ ㌫ 一〆

酬篭

／シーぽ 』
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12月24日12月 と言えばクリスマス ；

メニユー

・ハ ニーアップル ロー ス トチキ ン

・クリスマスピラフ

・ミネス トロー ネ ・フル ーツゼ リー
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罪縄 一撚 麹備 楽 しく若返 りしませんか

11月2日

多数の希望にて、今年も「四季の里」と 、．一：
「瀬音の湯」に行ってきました。桧原村では、

ひとあし早 い秋 の訪れを感じてきました。料

理は、旬の里芋を使った里芋コロッケ等を

堪能 してきました。足湯で温泉効果を実感 、

身も心も温 まりました。

昨年のお土産で好評だった柿 は、天候の

影響もあり「四季の里 」では購入できません

でしたが、「瀬音 の湯」で購入する事が 出来

ました。

’，，” 渉 櫨

繋絃墨
t

蠕

謡・eJ
Si

タ

麗

悟
亀

平成29年 も奇

数月に恒例のイ
ベントを予定して

います。最初の

外食会は、青梅
のおくたま路へ

行きませんか。 蓼耀

1月18日

遵】
窓からは、自然豊かな森や

多摩川も眺めながら御食事が

楽しめます。

風邪 のシーズン到来、美味しいご

飯 で栄養をつけ、うがい・手洗い・マ

スク着用で風邪 予防 しましょう1！

担当 長瀬 秀樹

よく食べて
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網

代
自

治

会

合

同
防

災
訓

練

十

一
月

二
十

七

日

 

大

き
な

災
害

に
備

え
今
年

も
合

同
防

災

訓
練

を

実
施

し
ま

し

た
。屋
外

消
火

栓

の
放

水

訓
練

／
煙

ハ
ウ

ス

体
験

／

A

E
D
取
扱

い
訓

練

／
給

食
給

水

訓
練

な
ど

盛

り
沢

山

の
内

容

で
し
た
。
参
加

者
も

百
名

を
超

え
、
自

治
会

と

の
良

い
交
流

に
も

な

り
ま

し
た
。

今

回

の
訓
練

に
あ

た
り
警

察

署

・
消
防

署

・
自

治

会

の
皆
様

の
ご
協

力

を
賜

り
、
御

礼
申

し
上
げ

ま

す
。

編
集
後
記

 

新

年

明

け

ま

し

て
お

め

で
と

う

ご

ざ

い

ま

す
。

昨

年

十

一
月

は
、
東

京

で
も

半

世

紀

ぶ

り

の

初

冠

雪

と

な

り

ま

し

た
。
ご

面

会

の
際

は
、
路

面

凍

結

も

予

想

さ

れ

ま

す

の

で
、
お

車

で

お

越

し

の

場

合

は

気

を

付

け

て

ご

来

園

下

さ

い
。

ま

た
、
感

染

症

流

行

時

期

と

な

つ
て

お

り

ま

す

の

で
事

務

所

受

付

に

て

手

指

消

毒

と

マ

ス

ク

の

着

用

の
ご

協

力

を

お

願

い

致

し

ま

す
。
今

年

も

皆

様

に

と

つ
て

良

い
年

で
あ

り

ま

す

よ

う

に
、
お

祈

り

申

し

上

げ

ま

す
。
植

野

明

彦
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